
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

＜宣言日＞令和７年５月 30 日 

事業者情報 

事業者名 公益財団法人大田区文化振興協会 

代表者 職・氏名 
職名 理事長 

氏名 玉川 一二 

ホームページ URL（任意） https://www.ota-bunka.or.jp 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

 

大田区文化振興協会は、大田区での文化芸術の振興を通して、区民一人ひとりの、さらに大田

区という都市全体のウェルビーイングの実現に向けて貢献し、文化芸術の分野から「誰一人取り

残さない」取組の一翼を担っています。 

 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

  〇 〇 〇  

      

 〇  〇 〇 〇 

     

 

●   〇 〇  



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ✓ 【メイン】４ 

 

【サブ】３、１０ 

 

あらゆる年齢の全ての人々が良質で多様な文化芸術

に親しめる機会を提供します。 
社会 ✓ 

環境 ☐ 

②  

経済 ✓ 【メイン】８ 

 

【サブ】 

 

障がい者が文化芸術に親しめる環境を整備し、アート

プロジェクトの開催による障がい者の働きがいの向

上を支援します。 

社会 ☐ 

環境 ☐ 

③  

経済 ☐ 【メイン】１１ 

 

【サブ】１３ 

 

安全で効率的・効果的な施設運営に努めるとともに、

施設の特色を活かし、施設が事業主体となる事業を実

施します。 

また、環境をテーマにした美術作品づくりなどの機会

を創出し、区民の環境意識を醸成します。 

社会  

環境 ✓ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

・区民の誰もが身近に文化

芸術に触れることができ

るよう、低廉な料金や無

料で楽しめる公演事業、

展示、アートワークショ

ップ等をの事業を実施し

ました。 

【令和７年度実績】 

 全 91 事業 

来場者延べ人数 39,873 人 

  

②  

・「OTA アート・プロジェ

クト」を開催し、「アート

とつながる福祉・産業・

まちづくり」をテーマと

したトークイベントを実

施しました。 

・令和８年２月に開館した

  



馬込アートギャラリーで

は、熊谷恒子の作品等を

多くの方にご覧いただけ

るよう、バリアフリーな

空間での常設展示を行

い、鑑賞機会の拡充に取

り組みました。 

③  

・大田区民プラザと大田区

民ホール･アプリコでは

「バックステージツア

ー」や「スタインウェイ

ピアノ体験」事業など、

施設特性を活かした自主

事業を実施しました。 

・「Art Project +ART」(福

祉施設訪問事業)では、障

がいのある方の創造性を

活かし、町工場の端材を

再利用した、環境に配慮

した魅力ある自主製品づ

くりを実施しました。 

  

 


